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7,059万円

一般会計歳入

一般会計歳出

（百万円未満四捨五入）

町税
30億1千7百万
31.1％

繰入金ほか
11億9千3百万
12.3％

地方交付税
26億4千1百万
27.2％

国・県支出金
17億7千万
18.2％

町債 6億4千6百万 6.7％
地方消費税交付金ほか 4億3千5百万 4.5％

自主財源 43.4％ 依存財源 56.6％

平成21年度決算
97億7百万円

町税
29億3千1百万
29.8％

繰入金ほか
12億6百万
12.2％

地方交付税
27億6千1百万
28.1％

国・県支出金
16億5千万
16.8％

町債 8億5千万 8.6％

地方消費税交付金ほか
4億3千万 4.5％

自主財源 42.0％ 依存財源 58.0％

平成22年度決算
98億2千8百万円

21年度比 約5千5百万円（０.4％）の増額
平成22年度決算は、議長、議会選出の監査委員を除く10人の議員で構成する決算審査
特別委員会を設置し、9月13日、14日の2日間の審査の後、原案どおり認定しました。
（賛成10  村瀨・飯田・今長谷・大楠・草場・阿部・松田・阿髙・後藤・荒牧、 反対1  横山）

内円が21年度
外円が22年度
（百万円未満四捨五入）

総務費
8億6千7百万
9.1%

民生費
25億3千万
26.7%

衛生費
11億4千1百万
12.0%土木費

8億 1百万
8.5%

  消防費
3億5千2百万
3.7%

教育費
10億4千2百万
11.0%

公債費
12億1千8百万
12.8%

諸支出金
7億5千9百万
8.0%

農林水産業費  1億9千4百万  2.1%
商工費  8千1百万  0.9%

災害復旧費
ほか

 4億1千1百万
  4.3%

議会費  8千5百万  0.9%

公債費
13億9千5百万
14.8%

教育費
11億 7百万
11.7% 衛生費

12億 9百万
12.8%

民生費
25億6千万
27.1%

総務費
7億9千5百万
8.5%諸支出金

6億1千7百万
6.5%

農林水産業費  2億3千6百万  2.5%
商工費  8千5百万  0.9%

消防費
3億4千5百万
3.7%

土木費  5億7千1百万  6.1%

災害復旧費ほか
4億2千7百万
4.5%

議会費  8千8百万  0.9%

歳　出
94億8千1百万円

（前年度94億3千6百万円） 
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22成平 年 度 決 算



139億歳
出

141億9,091万円歳
入

一般会計・特別会計総額

ささぐり議会だより No.1693

特別会計決算

一般会計分
（百万円未満四捨五入　　単位：円）

（百万円未満四捨五入　　単位：円）

会　　　　計
決　　算　　額 対前年度増減

歳　入 歳　出 歳　入 歳　出
国民健康保険 26億6千9百万 27億3千7百万 ▲　5千6百万 ▲　2千4百万

老 人 保 健 1百万 0百万（※） ▲  　　4百万 ▲  　　5百万

後 期 高 齢 者 2億9千2百万 2億7千8百万 1千2百万 3百万

公 共 下 水 道 9億1千9百万 9億1千3百万 4千9百万 7千5百万

水 道 事 業 4億8千1百万 5億6千2百万 ▲  　　9百万 ▲　4千2百万

合 計 43億6千2百万 44億8千8百万 ▲  　　8百万 6百万
※老人保健特別会計の歳出決算額は49万円です。また平成22年度末をもって廃止されています。

0億

20億

40億

60億

80億

100億

120億

140億

22年度21年度20年度19年度18年度

127億5千9百万
120億5千6百万

113億2千5百万
107億6千6百万 105億7千2百万

33億8百万 33億1千5百万 32億6百万
28億7千9百万 27億8千6百万

借 金

積立金

５年間で２１億８千７百万円減

５年間で５億２千２百万円減

借金と積立金の変化（平成18年度～22年度）
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算と度 事22 主平 審決の 業年 な成 査 報 告

22年度の主な事業

審査の結果

●篠栗小学校校舎外壁防水塗装工事（3,419万円）

●津波黒地区水路改修工事（3,993万円）

●協働のまちづくり事業（15件 332万円） ●北勢門小学校校舎増築工事（5,670万円）

●新平原公衆トイレ（2,271万円）

●町民体育館改修工事（4,182万円）

館内天井部館内天井部

若杉団地花壇整備若杉団地花壇整備

平成22年度 決算審査報告
一般会計・特別会計等

篠栗町監査委員

　　福原　和男
　　大楠　英志

　平成22年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算額は違法な点は見られず、また水道事業会計
も健全な経営がなされ、かつ関係諸帳票及び証憑書類と合致していて決算計数は正確であるこ
とを確認した。
　また、予算の執行・収入支出事務の処理及び財産管理についても概ね適正である。しかし、
財政運営の一層の健全化が求められている。

（金額は万円未満四捨五入）
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9 月 定 例 会

　９月定例会では決算認定１件（２ページ）、条例改正１件、人事案件５件、補正予算
３件が上程されました。補正予算および決算は、予算・決算審査特別委員会（議長指
名により、委員長：阿部寛治議員、副委員長：松田國守議員）にて審査され、全員
賛成または賛成多数で全て可決しました。

公
平
委
員
会
委
員
に

３
氏
を
再
任

藤　

 

敏
明 

氏（
篠
栗
町
）

貝
野 

勝
是 

氏（
須
恵
町
）

落
石　

 

智 

氏（
古
賀
市
）

　

現
委
員
の
３
氏
が
本
年
10

月
31
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

の
た
め
、
３
氏
の
再
任
に
同

意
し
ま
し
た
。

　
　

 　

  

（
全
員
賛
成
同
意
）

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
に
萩
尾
氏

萩
尾 

勝
男 

氏（
萩
尾
区
）

　

現
委
員
の
安
倍
勇
氏
が
本

年
９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期

満
了
の
た
め
、新
委
員
の
選
任

に
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　

   

（
全
員
賛
成
同
意
）

教
育
委
員
会
委
員
に

村
嶋
氏

村
嶋 

史
枝 

氏（
中
町
区
）

　

現
委
員
の
大
谷
縁
氏
が
本

年
９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期

満
了
の
た
め
、新
委
員
の
選
任

に
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　

   

（
全
員
賛
成
同
意
）

補
正
予
算

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は﹇
表
１
﹈お
よ

び﹇
表
２
﹈の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
賛
成
多
数
可
決
）

・
賛
成
10　

村
瀨
・
飯
田
・
今
長
谷
・

　
　

大
楠
・
草
場
・
阿
部
・
松
田
・

　
　

阿
髙
・
後
藤
・
荒
牧

・
反
対
１　

横
山

　

国
保
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
特
別

会
計
の
補
正
は
、
主
に
医
療
費
に
対
す

る
拠
出
金
等
の
額
の
確
定
や
、保
険
料
・

滞
納
繰
越
額
の
確
定
等
に
よ
る
も
の
で

す
。

　
　
　
　
（
ど
ち
ら
も
全
員
賛
成
可
決
）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
補
正
額
は﹇
表
３
﹈の
と

お
り
で
す
。

［表１］歳出の主なもの
災害時要援護者避難支援システム委託料 ４９９万円

鳴渕萩尾線地すべり調査設計業務委託費 １，０００万円

乙犬中園線道路改良事業に伴う用地購入費 ２，０００万円

多々良川可動井堰（宮田井堰）補修工事 ６５０万円

農地災害復旧工事 １，０００万円

公債費（借金）の繰上げ償還 ３億３８３万円

［表２］歳入の主なもの
国庫補助金（農林水産業施設災害復旧事業補助金など） ４８８万円

県補助金（地域支え合い体制づくり事業補助金など） ９１０万円

普通交付税（財源調整のため国から交付されるお金） ４２８万円

繰入金 ２億２千万円

［表３］

会計 補正額 補正後予算額

一般会計 ４億７７７万円 ９３億１,３９３万円

国民健康保険特別会計 2731万円 ２９億４,２５３万円

後期高齢者医療特別会計 ２０１１万円 ３億４,４８５万円

災
害
弔
慰
金
の
支
給
範
囲
を
拡
大

　

本
議
案
は
東
日
本
大
震
災
の
被
害
の
甚
大
さ
に
鑑
み
行
わ
れ

た
法
改
正
に
と
も
な
い
、「
篠
栗
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
条
例
」の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

現
在
の
支
給
対
象
者
は
、
死
亡
し
た
者
の
当
時
に
お
け
る
配

偶
者
、子
、父
母
、孫
、ま
た
は
祖
父
母
で
す
が
、そ
の
い
ず
れ
も

存
在
し
な
い
場
合
に
限
り
、
死
亡
当
時
そ
の
者
と
同
居
し
、
ま

た
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
兄
弟
姉
妹
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
３
月
11
日
以
降
に
生
じ
た
災
害
に
関
し
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　

 

（
全
員
賛
成
可
決
）

災害弔慰金が拡大されました災害弔慰金が拡大されました99999999月月月月月月月月定定定定定定例例例例会会会会会会会会会会9月定例会
日程 9/6～16
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員報・時月 会委広会臨8 研 修 報 告

チップサイロ

蓄熱槽

バイオマスボイラー

プロパンガスボイラー

貯湯槽

浴槽浴槽昇温

（バックアップ用）熱交換機

設備全体フロー図

【新規分】 【既存分】

炭
鉱
跡
の
陥
没
、

　
　
　
　

緊
急
に
復
旧

　

上
町
区
の
民
有
地
で
直
径
２
ｍ

深
さ
11
ｍ
ほ
ど
の
炭
鉱
跡
の
陥
没

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

緊
急
に
復
旧
工
事
を
行
う
必
要

が
あ
っ
た
た
め
、
６
月
22
日
付
け

で
一
般
会
計
補
正
予
算
を
町
長
が

専
決
処
分
し
て
お
り
、
そ
の
承
認

を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
は
81
万
３
千
円
を
追

加
す
る
も
の
で
す
。

厳
し
い
経
済
状
況
に

対
応
し
た
税
制
の
整
備

　

現
下
の
厳
し
い
雇
用
情
勢
等
に

対
応
し
て
税
制
の
整
備
を
図
る
た

め
地
方
税
法
等
の
一
部
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
う
条
例
改
正
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
寄
付
金
税
制
の

拡
充
や
租
税
罰
則
の
見
直
し
な
ど

で
す
。

●
日
程　

７
月
28
・
29
日

●
研
修
地　

シ
ェ
ー
ン
バ
ッ

ハ
・
サ
ボ
ー
（
東
京
都
）

　

２
日
間
に
わ
た
り
編
集
、

構
成
、
表
現
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
、
著
作
権
、
肖
像
権
な

ど
を
研
修
し
ま
し
た
。

　
「
親
し
み
や
す
く
、手
に

と
っ
て
読
み
た
く
な
る
広

報
紙
」
を
皆
様
に
お
届
け

で
き
る
よ
う
広
報
委
員
一

丸
と
な
っ
て
努
力
し
ま
す
。

　

８
月
臨
時
会
で
は
、専
決
処
分
の
承
認
１
件
、条
例

改
正
１
件
、
23
年
度
予
算
の
補
正
１
件
が
町
長
か
ら

上
程
さ
れ
、
全
員
賛
成
で
、
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

８
月
臨
時
会（
８
月
23
日
）

議
会
広
報
編
集

議
会
広
報
編
集

特
別
委
員
会
研
修

特
別
委
員
会
研
修

　

今
年
度
中
に
オ
ア
シ
ス
施
設
内
の
浴
槽
・

厨
房
へ
の
給
湯
を
目
的
に
、バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ

ラ
ー
を
導
入
し
ま
す
。
こ
の

事
業
は
「
地
域
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
熱
導
入
促
進
事

業
」
に
よ
る
補
助
金
を
活
用

し
た
も
の
で
す
。

　

伐
採
後
に
残
る
木
材
等
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
で
、
循
環
型
社
会
の

構
築
を
進
め
ま
す
。

　

既
存
の
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ

イ
ラ
ー
は
非
常
事
態
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
用
と
し
て
稼
動
す

る
仕
組
み
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
総
事
業
費
は
、
９
４

０
８
万
円
で
す
が
、
補
助
金

及
び
交
付
税
算
入
分
を
差
し

引
い
た
町
の
実
質
負
担
額
は
、

４
３
４
６
万
円
で
す
。
ま
た
、

５
年
で
コ
ス
ト
を
回
収
で
き

る
試
算
で
す
。

オ
ア
シ
ス
篠
栗
に
地
域
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入



ここをどうする⁉
一般質問とは、議員が執行部に、政策方針などについて、報告や説明を求め、所信や疑問を尋ねることです。ここに掲載したのは要約です。
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一 般 質 問

草場 謙次

問
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
自
分

が
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ

と
に
貢
献
し
た
い
、
自
分

と
の
関
わ
り
が
深
い
地
域

を
応
援
し
た
い
、
と
言
う

善
意
の
気
持
ち
を
か
た
ち

に
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

各
自
治
体
が
ど
れ
位
の

寄
付
を
集
め
た
か
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
調
べ
ま
し
た
。

福
井
県
の
ふ
る
さ
と
納
税

情
報
セ
ン
タ
ー
が
独
自
で

公
開
し
た
23
年
度
の
都
道

府
県
別
納
税
ラ
ン
キ
ン
グ

で
は
、福
島
県
が
ト
ッ
プ
で

１
億
５
千
６
百
万
円
、
茨

城
県
１
億
１
千
万
円
、
岩

手
県
２
千
８
百
万
円
と
続

き
ま
す
。
九
州
で
は
佐
賀

県
２
千
２
百
万
円
、
福
岡

県
は
３
万
６
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
の
結
果
、
福

岡
県
の
３
万
６
千
円
と
少

な
い
こ
と
が
気
に
な
り
ま

し
た
。
市
町
村
別
に
は
膨

大
な
資
料
に
な
る
た
め
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

都
市
部
か
地
方
か
、
そ

し
て
大
き
な
自
治
体
か
ど

う
か
は
関
係
な
く
、
Ｐ
Ｒ

の
効
果
が
上
が
れ
ば
、
大

き
な
税
収
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

　

町
の
ふ
る
さ
と
納
税
に

対
す
る
取
り
組
み
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
「
ふ
る
さ
と

篠
栗
へ
の
応
援
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
掲
載
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

町
長
は
町
の
営
業
部
長

と
し
て
働
い
て
お
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
ど
れ
位
ふ

る
さ
と
納
税
を
し
て
戴
い

て
い
ま
す
か
。
ま
た
篠
栗

町
に
は
、
全
国
的
に
有
名

な
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
さ
れ
ま
す
か
。

答
【
町
長
】

　

篠
栗
町
の
実
績
は
21
年

度
に
１
件
、
22
年
度
に
３

件
、
今
年
度
は
８
月
ま
で

に
１
件
で
す
。
寄
付
金
の

総
額
は
２
０
７
万
７
千
円

で
す
。
篠
栗
町
を
応
援
し

た
い
、
町
に
貢
献
し
た
い

と
、
実
際
に
行
動
さ
れ
た

方
が
町
外
に
５
人
お
ら
れ

ま
し
た
。
実
に
有
難
く
思

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
趣
旨
か
ら

申
し
上
げ
ま
す
と
、
寄
付

金
の
実
績
に
つ
い
て
他
の

自
治
体
と
比
べ
る
議
論
は

な
じ
ま
な
い
も
の
だ
と
私

は
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
の
営
業
部
長
と
し
て

働
く
と
は
町
の
素
晴
ら
し

さ
を
町
内
外
に
Ｐ
Ｒ
を
し

て
い
く
と
い
っ
て
い
る
の

で
あ
り
ま
す
。
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
篠
栗
町
で

は
、「
ふ
る
さ
と
納
税
を
強

要
し
た
り
、
寄
付
金
を
お

願
い
し
て
回
る
よ
う
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
書

い
て
い
ま
す
。
今
後
も
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

　

寄
付
者
に
は
町
の
近
況

を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

町長「寄付金をお願いして回るようなことは
　　　しない」

ふるさと納税の取り組みは

９月８日、７人の議員が一般質問をしました。
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一 般 質 問

荒牧 泰範

図書館の新刊書コーナー図書館の新刊書コーナー

問
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

久
山
町
や
粕
屋
町
に
は

総
合
商
業
施
設
の
中
に
ブ

ッ
ク
セ
ン
タ
ー
や
映
画
館

が
あ
り
、
手
軽
に
本
も
買

え
る
し
映
画
も
見
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
我
町

に
は
ど
ち
ら
も
あ
り
ま
せ

ん
。
都
市
部
へ
通
勤
通
学

を
す
る
人
は
不
自
由
し
ま

せ
ん
が
、
子
供
た
ち
に
は

非
常
に
不
便
だ
と
思
い
ま

す
し
、
図
書
館
で
の
本
の

貸
し
出
し
や
ク
リ
エ
イ
ト

篠
栗
で
の
上
映
会
だ
け
で

は
ス
ピ
ー
ド
や
量
に
限
り

が
あ
り
ま
す
。

　

書
店
が
無
い
の
は
行
政

の
責
任
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
児
童
・
生
徒
が
読
み

た
い
本
を
す
ぐ
に
購
入
出

来
な
い
の
で
は
、
と
て
も

文
化
的
な
町
と
は
言
い
難

い
と
思
い
ま
す
。

　

様
々
な
本
は
無
理
で
も
、

小
中
学
校
向
け
の
本
を
は

じ
め
、文
庫
や
話
題
の
物
、

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
程
度
は
手

に
入
る
書
店
や
、
最
新
作

は
無
理
に
し
て
も
ミ
ニ
シ

ア
タ
ー
な
ど
が
必
要
と
思

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
児
童
・
生
徒

が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に

ク
リ
エ
イ
ト
篠
栗
や
旧
中

央
公
民
館
、
出
来
れ
ば
商

工
会
館
で
、
住
民
福
祉
充

実
の
た
め
に
安
価
な
家
賃

も
し
く
は
無
償
貸
与
と
し

ブ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
店
等
を

事
業
主
と
し
て
募
っ
て
は

如
何
で
し
ょ
う
か
。

答
【
町
長
】

　

全
国
的
に
見
て
も
大
型

複
合
商
業
施
設
へ
の
大
型

書
店
の
進
出
や
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
購
入
・
電
子
書
籍

の
普
及
に
よ
り
町
の
小
さ

な
書
店
は
激
減
し
て
お
り

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
書
店

が
無
く
な
っ
て
寂
し
い
と

い
う
話
は
時
折
耳
に
し
て

も
、
町
内
に
書
店
を
開
店

さ
せ
て
ほ
し
い
と
の
申
し

出
は
お
聞
き
し
た
こ
と
が

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

子
供
た
ち
が
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
公
有
施
設
を

書
店
に
貸
し
付
け
て
は
ど

う
か
に
関
し
ま
し
て
は
、

公
有
財
産
の
目
的
外
使
用

が
可
能
か
、
ま
た
、
商
工

会
館
は
手
狭
で
、
現
状
で

は
ス
ペ
ー
ス
を
見
つ
け
よ

う
と
思
っ
て
も
難
し
い
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
実
施

い
た
し
ま
し
て
も
、
雑
誌

の
た
ぐ
い
は
コ
ン
ビ
ニ
で

24
時
間
購
入
可
能
で
、
専

門
書
や
参
考
書
は
品
揃
え

が
良
い
大
型
店
等
の
ほ
う

が
多
く
利
用
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
。

　

議
員
の
意
見
も
一
理
あ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
し
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中
心
と
し
た
学

校
関
係
者
や
教
育
委
員
会

等
と
も
協
議
し
て
、
何
ら

か
の
具
体
策
は
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町長「現状では難しい」

書店を町で誘致しては
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一 般 質 問

今長谷 武和

北勢門小学校の運動会北勢門小学校の運動会

問
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

日
本
社
会
は
少
子
高
齢

化
が
加
速
し
て
お
り
本
町

も
例
外
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
具
体
的
な
対

策
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　

先
般
行
な
わ
れ
ま
し
た

行
政
区
説
明
会
に
よ
り
ま

す
と
、
２
０
２
０
年
の
篠

栗
町
の
予
測
人
口
は
２
０

１
０
年
と
比
較
す
る
と
約

４
０
０
人
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
年
少
人
口
は
６
０

０
人
減
、
老
年
人
口
は
約

１
９
０
０
人
の
増
と
な
り
、

生
産
人
口
は
９
１
０
人
の

減
少
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

生
産
人
口
の
減
少
で
税

収
減
と
な
り
、
老
年
人
口

の
増
で
社
会
保
障
費
が
増

大
す
る
の
は
必
然
だ
と
考

え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
対
策
と
し

て
、
東
京
都
の
千
代
田
区

や
北
区
な
ど
の
自
治
体
で

親
元
近
居
助
成
制
度
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
や
介
護
な
ど
を

共
助
し
あ
う
た
め
同
区
内

に
住
む
親
世
帯
に
同
居
し
、

住
宅
を
取
得
す
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
に
登
記
費
用
の
一
部

を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　

近
居
す
る
こ
と
で
子
ど

も
や
生
産
人
口
も
増
加
し
、

子
育
て
を
通
じ
て
家
族
の

絆
や
介
護
の
問
題
な
ど
が

改
善
さ
れ
た
と
の
声
も
上

が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

本
町
も
早
急
に
対
策
を

た
て
る
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

答
【
町
長
】

　

出
生
率
全
国
平
均
１
・

39
％
、
福
岡
県
１
・
４
％

で
す
。

　

具
体
的
な
子
育
て
支
援

と
し
て
妊
婦
検
診
・
乳
幼

児
医
療
費
助
成
・
保
育
所

の
待
機
児
童
解
消
・
延
長

保
育
の
実
施
等
が
ご
ざ
い

ま
す
。

　

高
齢
化
率
は
、
県
内
60

市
町
村
中
８
番
目
で
よ
い

状
況
で
す
。
対
策
に
つ
き

ま
し
て
は
健
康
寿
命
の
延

伸
、
健
康
で
長
生
き
で
き

る
高
齢
者
を
増
や
す
事
業

に
積
極
的
に
取
組
ん
で
い

ま
す
。

問
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

少
子
高
齢
化
に
よ
る
２

０
２
０
年
の
税
収
減
額
、

社
会
保
障
費
の
増
加
予
想

額
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
【
町
長
】

　

内
閣
府
の
数
値
に
よ
れ

ば
国
・
地
方
の
財
政
収
支

は
マ
イ
ナ
ス
18
兆
円
、
社

会
保
障
額
は
28
・
３
％
増

の
48
兆
円
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

直
接
的
な
施
策
は
持
っ

て
い
な
い
の
で
、
指
摘
の

近
居
助
成
制
度
を
参
考
に

新
た
な
施
策
の
必
要
も
あ

る
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

知
恵
と
工
夫
を
出
し
合
っ

て
、
こ
の
状
況
を
乗
り
越

え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

要
望
…
…
…
…
…
…
…
…

　

行
政
説
明
会
は
町
の
指

針
が
分
り
や
す
く
説
明
さ

れ
る
の
で
次
回
も
参
加
し

た
い
と
の
声
を
多
く
聞
か

れ
ま
す
。
行
政
区
説
明
会

の
継
続
を
要
望
い
た
し
ま

す
。

町長「篠栗町は、子どもが多く、高齢化率が低い」

本町の少子化、高齢化の対策は
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一 般 質 問

大楠 英志

　

わ
が
町
の
老
人
医
療
費・

要
介
護
認
定
者
比
率
が
糟

屋
地
区
で
最
も
低
い
と
聞

い
て
い
ま
す
。
全
国
の
各

自
治
体
は
医
療
費
の
削
減

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
質
問
を

し
ま
す
。

問
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

福
岡
県
・
糟
屋
地
区
の

一
人
当
た
り
の
老
人
医
療

費
を
尋
ね
ま
す
。

答
【
町
長
】

　

22
年
度
75
歳
以
上
の
県

平
均
は
１
０
４
万
４
千
円
、

糟
屋
地
区
で
一
番
高
い
所

は
１
１
９
万
４
千
円
で
、

篠
栗
町
は
97
万
４
千
円
と

一
番
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

問
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

糟
屋
地
区
の
要
支
援
・

要
介
護
認
定
者
比
率
は
。

答
【
町
長
】

　

篠
栗
町
は
13
・
３
％
で

す
。
こ
れ
は
県
広
域
連
合

33
自
治
体
の
中
で
、
最
も

低
い
率
で
良
好
と
な
っ
て

い
ま
す
。

問
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

高
齢
者
の
健
康
に
、
ど

の
よ
う
な
施
策
が
効
果
を

挙
げ
て
い
ま
す
か
。

　

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
事
業
の
視
察
に
多
数
の

市
町
村
が
来
て
あ
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。
報
告
を
求

め
ま
す
。

答
【
町
長
】

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
な
い
、
虚
弱
高
齢
者
を

対
象
に
送
迎
付
き
で
週
に

２
回
の
運
動
教
室
を
開
催
、

参
加
者
の
体
力
に
応
じ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
安
心
・
楽

し
く
・
継
続
す
る
こ
と
に

よ
り
効
果
を
挙
げ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
元
気
高
齢
者

と
な
っ
た
方
に
は
介
護
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録

し
て
い
た
だ
き
、
現
在
の

登
録
者
数
は
１
２
０
人
で

す
。

　

視
察
状
況
は
習
志
野
市

議
会
議
員
を
は
じ
め
18
団

体
、
70
人
が
み
え
て
あ
り

ま
す
。

問
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

医
療
費
の
削
減
・
町
民

の
健
康
増
進
を
進
め
る
中

で
課
題
は
。

答
【
町
長
】

　

介
護
予
防
事
業
等
へ
の

参
加
者
の
拡
大
と
楽
し
い

メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
で
す
。

参
加
し
や
す
い
場
所
の
提

供
と
し
て
、
地
区
公
民
館

の
改
修
を
支
援
し
環
境
整

備
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

問
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

医
療
費
の
削
減
・
町
民

の
健
康
向
上
の
た
め
、
今

後
の
施
策
を
問
い
ま
す
。

答
【
町
長
】

　

九
州
大
学
と
共
同
研
究

に
よ
り
、
在
宅
高
齢
者
を

対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
と
認

知
機
能
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。
現
在
大
学
に
集
計

分
析
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

医
師
会
と
連
携
を
図
り
、

認
知
症
予
備
軍
を
対
象
に

し
た
教
室
の
開
催
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

問
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

糟
屋
地
区
一
人
当
た
り

の
老
人
医
療
費
の
高
い
と

こ
ろ
と
、
町
の
差
額
は
約

６
億
７
０
０
万
円
と
な
り

ま
す
。
具
体
的
な
金
額
を

高
齢
者
の
方
に
知
ら
せ
れ

ば
更
な
る
効
果
が
挙
が
る

と
考
え
ま
す
が
。

答
【
町
長
】

　

福
岡
県
は
全
国
平
均
よ

り
医
療
費
が
高
い
の
で
、

町
民
全
体
で
こ
れ
を
下
回

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

楽しい楽しい音音
ねね

♪学園（キーボード教室）♪学園（キーボード教室）

町長「“安心・楽しく・継続”で元気です」

高齢者の健康の要因を尋ねる
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一 般 質 問

飯田 浩二

ご当地ナンバープレート （静岡県御殿場市・岡山県総社市より）ご当地ナンバープレート （静岡県御殿場市・岡山県総社市より）

問
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

近
年
、
ま
ち
の
名
産
品

や
名
所
を
Ｐ
Ｒ
す
る
為
に

１
２
５
㏄
以
下
の
バ
イ
ク

に
交
付
す
る
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
と
し
て
〝
ご
当
地

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
〞
を

導
入
さ
れ
る
市
区
町
村
が

増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

篠
栗
町
に
は
現
在
、
１

２
５
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
が

約
１
９
０
０
台
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
バ
イ
ク
の
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
「
お
遍

路
の
町　
篠
栗
」や「
森
林

セ
ラ
ピ
ー
基
地　

篠
栗
」

な
ど
、
篠
栗
町
を
Ｐ
Ｒ
で

き
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

を
記
載
し
た
〝
ご
当
地
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
〞
を
導

入
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

答
【
町
長
】

　

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
に
つ
い
て
は
、税
務
課
で

発
行
し
て
い
る
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
の
在
庫
が
ま
だ

た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
と
、

製
作
費
が
別
途
か
か
り
ま

す
の
で
、
今
後
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

問
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

各
都
道
府
県
に
は
た
く

さ
ん
の「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」た

ち
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

篠
栗
町
に
は
年
間
約
１

０
０
万
人
も
の
観
光
客
が

来
町
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

お
遍
路
や
森
林
セ
ラ
ピ
ー

な
ど
、
ど
ち
ら
に
で
も
通

じ
る
郷
土
色
豊
か
な
「
ゆ

る
キ
ャ
ラ
」
を
誕
生
さ
せ

て
、
篠
栗
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る

の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
を
誕

生
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

町
内
で
の
い
ろ
ん
な
イ
ベ

ン
ト
や
、
ま
た
福
岡
市
な

ど
で
の
観
光
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

町
民
の
皆
様
に
篠
栗
町
の

郷
土
意
識
を
高
め
て
い
た

だ
け
る
と
と
も
に
、
篠
栗

町
の
魅
力
を
発
揮
で
き
る

新
し
い
手
法
の
ひ
と
つ
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

答
【
町
長
】

　

郷
土
色
豊
か
な
「
ゆ
る

キ
ャ
ラ
」
を
誕
生
さ
せ
る

こ
と
は
、
篠
栗
町
の
魅
力

を
町
内
外
に
発
信
す
る
手

段
と
し
て
、
た
い
へ
ん
有

効
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

篠
栗
町
に
と
っ
て
「
観

光
」
は
、
こ
れ
か
ら
の
町

を
支
え
る
重
要
な
産
業
の

一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
多
く
の
人

が
篠
栗
町
に
行
き
た
い
と

思
わ
れ
る
よ
う
な
情
報
発

信
の
た
め
に
も
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

　

篠
栗
町
の
「
環
境
」
や

「
健
康
」と
一
体
と
な
っ
た

取
組
み
を
更
に
発
展
さ
せ

て
い
く
過
程
で
、今
以
上
に

必
要
と
な
る
時
期
が
訪
れ

る
と
思
い
ま
す
。
時
期
を

逃
さ
な
い
よ
う
取
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

町長「時期を逃さないよう取組む」

地域振興事業への提案
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一 般 質 問

後藤 百合子

問
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

一
昨
年
、
わ
が
町
の
ゲ

リ
ラ
豪
雨
災
害
で
全
国
か

ら
心
温
ま
る
多
く
の
義
援

金
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
東
北
地
方
、
東
日
本

の
こ
の
大
震
災
、紀
伊
半
島

及
び
其
の
周
辺
地
域
と
、

次
か
ら
次
へ
と
大
災
害
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
全
国

津
々
浦
々
か
ら
心
温
ま
る

義
援
金
が
届
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
ふ
る
さ

と
納
税
の
推
進
は
、
非
常

に
難
し
い
の
が
現
状
だ
ろ

う
と
推
測
し
ま
す
。
し
か

し
今
日
本
中
の
方
々
の
心

の
中
に
、
自
助
・
共
助
・

公
助
の「
助
け
合
う
日
本
」

「
支
え
あ
う
絆
」と
言
っ
た

美
し
い
精
神
が
覚
醒
し
て

き
た
よ
う
に
見
え
ま
す
。

非
常
時
の
時
は
義
援
金
、

平
常
時
の
時
は
ふ
る
さ
と

納
税
を
、
皆
様
に
考
え
て

頂
け
る
様
、
啓
発
し
て
い

た
だ
き
た
く
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
状
況
と
今
後
の
推

進
に
つ
い
て
質
問
い
た
し

ま
す
。

　

寄
附
件
数
・
寄
附
総
額
・

使
途
別
寄
附
金
の
状
況
を

尋
ね
ま
す
。

答
【
町
長
】

　

現
在
の
と
こ
ろ
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
寄
付

件
数
、
寄
付
総
額
、
使
途

別
寄
付
金
の
情
報
等
は
掲

載
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

全
体
の
財
布
の
中
に
入
れ

る
と
い
う
こ
と
で
、
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

問
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

納
税
の
機
運
を
高
め
る

工
夫
を
す
る
為
に
は
、
こ

の
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
す
べ
き
で
す
。
ま

た
寄
付
さ
れ
た
方
の
住
所

と
お
名
前
も
掲
載
す
べ
き

で
す
。

　

そ
う
す
る
事
で
ご
覧
に

な
ら
れ
た
方
が
寄
付
を
し

た
く
な
る
よ
う
な
機
運
が

高
ま
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。

　

小
額
で
も
善
意
の
心
を

届
け
た
い
と
思
う
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

　

匿
名
希
望
の
方
に
は
金

額
の
記
載
だ
け
で
も
良
い

と
思
い
ま
す
。
記
念
品
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
せ
め
て

感
謝
の
気
持
ち
を
顕
彰
し

称
え
る
意
味
で
も
必
要
と

考
え
ま
す
。
町
長
の
お
考

え
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

答
【
町
長
】

　

現
在
の
と
こ
ろ
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
寄

附
者
の
情
報
等
も
掲
載
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

　

地
方
税
法
の
改
正
に
よ

り
寄
附
金
控
除
の
額
も
変

更
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

情
報
の
更
新
と
あ
わ
せ
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
ら
れ
た
方
が
、
町
へ
の

応
援
の
た
め
、
少
し
で
も

寄
附
し
て
み
よ
う
か
と
思

わ
れ
る
よ
う
な
内
容
と
な

る
よ
う
に
検
討
し
ま
す
。

今
後
、
ふ
る
さ
と
納
税
に

関
す
る
ペ
ー
ジ
の
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

自然豊かな篠栗町自然豊かな篠栗町

町長「ホームページを見直します」

ふるさと納税の機運を高める
工夫を
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一 般 質 問

横山 久義

問
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

篠
栗
幼
稚
園
に
隣
接
す

る
介
護
施
設
屋
上
に
携
帯

基
地
局
の
建
設
が
進
め
ら

れ
、
幼
稚
園
保
護
者
の
反

対
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル

を
避
け
る
目
的
で
条
例
が

制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
町

は
事
業
計
画
書
を
求
め
、

近
隣
住
民
に
公
表
し
た
の

で
す
か
。
金
出
区
・
上
町

区
の
方
は
通
知
は
な
か
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。

　

計
画
ど
お
り
基
地
が
建

設
さ
れ
る
と
園
児
が
電
磁

波
に
さ
ら
さ
れ
ま
す
。
教

育
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
あ
り
ま
す
か
。

答
【
町
長
】

　

事
業
計
画
書
は
６
月
７

日
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
者
は
区
長
の
も
と
へ

赴
き
説
明
と
周
知
の
方
法

を
打
ち
合
わ
せ
、
該
当
す

る
組
合
に
回
覧
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
問
い
合

わ
せ
が
な
い
こ
と
を
確
認

し
て
、
７
月
下
旬
に
着
工

し
て
い
ま
す
。
中
止
要
望

者
に
は
納
得
い
た
だ
い
て

い
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

答
【
教
育
長
】

　

子
ど
も
た
ち
に
対
し
、

安
全
・
安
心
で
き
る
環
境

の
形
成
を
大
事
に
考
え
て

い
ま
す
。
保
護
者
の
不
安

を
取
り
除
く
よ
う
、
保
護

者
説
明
会
を
開
い
て
い
ま

す
。

　

園
児
に
対
す
る
電
磁
波

の
影
響
は
、
そ
の
基
準
を

大
き
く
下
回
っ
て
い
る
と

聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
安

全
確
認
と
保
護
者
の
不
安

を
取
り
除
く
た
め
に
も
、

業
者
に
対
し
再
度
説
明
を

求
め
ま
す
。

新
設
の
公
衆
ト
イ
レ
に

手
洗
い
が
な
い
の
は

産
業
観
光
課
長 「
井
戸
水

が
出
ず
、雨
水
利
用
は
高

額
な
た
め
や
む
を
得
ず
」

町
長 「
代
替
に
ウ
ェッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
置
い
て
い

ま
す
」

問
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

カ
ブ
ト
の
森
男
子
ト
イ

レ
は
使
用
禁
止
。
鳴
淵
ト

イ
レ
の
周
囲
は
雑
草
に
覆

わ
れ
、
峯
尾
ト
イ
レ
は
水

が
全
く
出
ず
、汚
れ
が
残
っ

て
い
ま
す
。
若
杉
遥
拝
堂

や
山
手
駅
前
ト
イ
レ
も
殆

ど
水
が
出
ま
せ
ん
。
ど
の

よ
う
な
対
応
を
し
て
い
ま

す
か
。

答
【
町
長
】

　

清
掃
及
び
消
耗
品
の
補

充
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
等
に
委
託
し
て
い
ま

す
。
草
刈
は
年
２
回
実
施

し
、
不
定
期
的
に
職
員
の

巡
回
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

峯
尾
ト
イ
レ
は
手
洗
い

が
あ
り
ま
せ
ん
。
理
由
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

答
【
町
長
】

　

手
洗
い
水
が
確
保
で
き

な
い
環
境
で
、
か
わ
り
に

ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

常
備
す
る
こ
と
で
対
応
し

観
光
施
設
の
充
実
に
建
設

し
た
も
の
で
す
。

問
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

バ
イ
オ
マ
ス
ト
イ
レ
の

建
設
費
坪
単
価
に
疑
義
が

あ
り
ま
す
。
１
５
０
万
円

か
ら
３
５
０
万
円
と
差
が

あ
り
ま
す
。
説
明
を
求
め

ま
す
。

答
【
町
長
】

　

バ
イ
オ
マ
ス
費
用
は
同

等
で
す
。
バ
イ
オ
マ
ス
設

備
を
建
屋
外
の
地
下
に
埋

設
し
た
ト
イ
レ
が
、
建
屋

内
に
納
め
た
ト
イ
レ
に
比

べ
建
築
面
積
が
少
な
い
の

で
坪
単
価
が
上
が
り
ま
し

た
。契

約
書
印
紙
税
の

チ
ェ
ッ
ク
は

町
長 「
確
認
の
義
務
や

指
導
す
る
権
限
が
町
に

は
あ
り
ま
せ
ん
」

代
表
監
査
委
員 「
再
発

防
止
の
た
め
業
者
に
助

言
は
で
き
ま
す
」

町長「中止要望の幼稚園保護者には
　　　今のところ納得いただいていません」

携帯電話基地局建設を周囲は
納得していますか
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お
知
ら
せ

　

次
回
の
12
月
定
例
会
は
、

12
月
８
日
か
ら
の
予
定
で
す
。

　

一
般
質
問
は
12
日
の
予
定
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
議
会
だ
よ
り
へ
の
ご
意
見
ご
感
想
を

　

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

　

皆
さ
ん
は
、万
一
の
防
災
対
策
を
し

て
い
ま
す
か
。
食
料
や
水
な
ど
を
準

備
さ
れ
て
い
る
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
物
品
を
準
備
す
る
だ
け
で
は

な
く
、日
ご
ろ
か
ら
災
害
が
起
こ
っ
た

際
の
対
応
も
考
え
て
お
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
家
族
が
被
災
し
た
場
合
は

ど
の
様
に
し
て
お
互
い
の
安
否
を
確

認
す
る
か
な
ど
、多
く
の
事
を
想
定
し

家
族
で
共
有
す
る
事
が
大
切
で
し
ょ
う
。

　

防
災
対
策
の
基
本
は
、各
々
の
心
構

え
と
地
域
で
の
取
り
組
み
が
重
要
で

す
。

「
篠
栗
町
災
害
要
援
護
者
避
難
支
援

制
度
」の
登
録
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

詳
細
は
広
報
さ
さ
ぐ
り
10
月
号
を
参

照
く
だ
さ
い
。

　表紙は、北勢門小に登校中の子供たちと、その安
全を見守ってくださっている松浦台や和田団地など
の皆さんです。松浦台自治会は先月、粕屋地区防犯
協会から「防犯功労団体」の表彰を受けています。
　裏表紙は、篠栗小の児童と保護者によるグラウン
ドの芝生補植作業の様子です。地域に根付いた「協
働のまちづくり」の輪が広がっています。

一般質問の放送案内は中止しました
　今後、町内放送は、防災行政無線として主に災
害時及び緊急時の場合の利用とするため、９月議
会から、放送によるお知らせはしておりません。
一般質問日は、町広報や議会広報およびHP等に
掲載いたしますのでご覧ください。
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